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はじめに

研究者とはどんな生き物か
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研究者は何を考えているか

• 研究がしたい
– よりよい研究環境が欲しい

• 評価されたい
– 研究費・ポジション・社会的評価 （ノーベル賞）

＋

• 普通の社会人と変わらないメンタリティ
– よい生活のできる収入が欲しい
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ある生物系研究者の一日（9 to 9）

 ウェブ・アクセス

– スケジュール確認、メール

– 電子ジャーナル・コンテンツアラート

– RSS配信：ニュースなど

• 研究

– 実験（もっとも重要だが常に後回し、時間があっ
たら２４時間でも没頭したい）

– 論文執筆

 その他（講義、実習、セミナー、会議）
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研究活動と文献情報へのアクセス
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印刷媒体・電子媒体

• 印刷媒体

– 物理的実体

– 非効率（思わぬ発見）

– ハード・コピー

• 電子媒体（過去の印刷媒体も吸収中）

– 情報のみ

– 効率（量とスピード）：検索

– 電子ファイル
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• 原著論文

– 新しいものが重要

– 自分の目で探し続ける

• 総説・単行本

– 古典と言われる名著がある

– 検索で見つける

• 分野にもよるだろうが私はSciFinderは使わない

• Google Scholar はパワフル

– アクセスが容易でないものが多い

• 滅多に使わないが図書館コピーサービスは貴重

• Google Print に期待
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インターネット時代になって
文献へのアクセスは驚異的に

改善された
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世界中の図書館の本 Google Book Search

「四肢の再生」で検索
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目
次
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キーワードで本文にもアクセスが可能
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図も見ること
ができる。
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無料で読める教科書 NCBI Bookshelf
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しかし
論文へのアクセスには
まだまだ問題がある
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論文アクセスと図書館

• 新着原著論文は図書館経由

– 冊子からオンラインへ

• リアル図書館

– 昔は１週間に１回（１年に５０回程度）

• 大変だったが研究の合間のオアシスでもあった

– 今は１年に１回

• ネットからアクセスするバーチャル図書館

– １年に３００回以上（事実上、全ウィークデー）
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メールで届く新着情報
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目次ページ
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ｈｔｍｌ形式論文
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pdf 形式論文
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PDFファイルという革命
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PDFファイル

• 電子ファイル

– ハード・コピーが激減

• １９９９年までの論文コピー：約５０００編

• 引っ越しで梱包
– その後、ほとんどのものが梱包されたまま

– 保存
– MO, CD-ROM, ハードディスク, スティックメモリ

– メールで配布

– 検索可能なデータベース

– 文字列や画像の抽出・加工も可能
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インターネットにつながっていれば
自宅でデスクワークができる？
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自宅からは雑誌にアクセスできない
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雑誌購読価格の暴騰クライシス

• 雑誌の購読

– 学科レベル
• 研究費の圧迫

• 情報からの阻害

↓

– 大学全体での対応
• 研究費の節約

• 膨大な情報へのアクセシビリティ

• 大きな組織内の貧者（私）にとっての福音

• 小さな組織内の貧者にとっては死刑宣告
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雑誌は図書館経由でアクセスしている
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図書館のおかげで雑誌にアクセス可能
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機関・個人リポジトリに救われる
こともあるが

機関・個人リポジトリに
最新論文が登録されている

ことは少ない



2007.8.23 学術ポータル担当者研修 30

フリー・ジャーナルの登場
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オープン・アクセス

– 科学の営みの成果は、世界の共有財産である

– 現実の困難性

– どうする

• 公有化（国連のような組織）

• 民営化（しくみを工夫すれば不可能ではない）
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Public Library of Science (PLoS)
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Public Library of Science (PLoS)

Biology (2003-)

Medicine (2004-)

Computational 
Biology (2005-)

Genetics (2005-)

Pathogens (2005-)
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成功しつつある試み：
非常に高いインパクト・ファクター (IF)



2007.8.23 学術ポータル担当者研修 35

BioMed Central (BMC)
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PLoS ほどではないが高い IF
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フリージャーナル時代になったら
機関リポジトリはいらなくなるのか
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北海道大学の機関リポジトリ HUSCAP
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Google 検索におけるHUSCAPの上位ランキング
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Google Scholar による検索
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Google Scholar 検索においても HUSCAP は優位
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さらに
ＨＵＳＣＡＰサイトでは

多数のサービスが提供される
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機関リポジトリ・個人アーカイブ
における問題点

• 速報性に欠ける

• 網羅性に欠ける

• 原著との差異が気になることもある
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出版社のｐｄｆファイル
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HUSCAP の ｐｄｆ ファイル
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論文は読まれ評価されると
引用される

機関リポジトリへの登録が
それを支える
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Google Scholar：2005.9

引用：２１

引用：１１

引用：１１

引用：９
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Google Scholar：2006.3

引用：２１→２２

引用：１１→１３

引用：１１→１３

引用：９→１１
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Google Scholar：2007.8
HUSCAP への登録が引
用を劇的に引き上げた
可能性がある

引用：２２→３２

引用：１３→２４

引用：１３→２０

引用：１１→１９
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論文評価とインパクト・ファクター
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インパクト・ファクターをめぐる問題

• 本来は個々の論文の被引用が論文の評価

• インパクトファクターは雑誌全体の被引用度

• それが日本の研究者を強くしばっている現実

• 足し算をして評価に使うという暴挙

• インパクトファクターと論文ねつ造
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研究の仕上げ
論文を書く・投稿する
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論文投稿における研究者の行動

• 投稿誌を選ぶ
– 高いインパクト・ファクター

– 広いサーキュレーション（出版部数）

– スピード（レビュー ～ 印刷）

– 実際の投稿順位（動物発生学を例にすると）
• Nature, Science, Cell, Current Biology

• Development

• Developmental Biology

• International Journal of Developmental Biology

• Development Growth and Differentiation (Japan)



2007.8.23 学術ポータル担当者研修 58

有名雑誌に断られたら

 投稿誌の最後の楽園（国内学会誌）
– スピードと高アクセプト率
• 多数の日本人によるレビュー

• 出版順位などの融通性
– ドクター審査に必要なので・・・

– そこそこの国際的流通性

• Development Growth and Differentiation

• 他の国内学会誌の現状
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国内学術誌の現状と未来

• Zoological Science

• Development Growth and Differentiation

• International Journal of Immunology

– 現状

• 低い評価（インパクト・ファクター）

• 投稿の墓場：とにかく印刷できる

• 博士論文のためのアリバイとしての出版

– 未来

• 新しい学術情報フォーラム

• 相互扶助同人誌からの脱皮
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インパクトファクターに代わる
オルターナティブな評価
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DGDという「最後の楽園」雑誌が評価されるシステム 2005/1/14推薦される→1/14, 7位→1/20, 4位→1/24, 1位
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大学紀要をリポジトリ登録することの
意義
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大学紀要の過去と未来

• 北海道大学理学部紀要・動物学
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理学部紀要と坂上昭一

• ハチ研究業績のアーカイブとしての理学部紀要
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紀要に掲載された世界のハチ行動学の歴史に残る詳細な観察記録
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坂上の研究は研究の当初から真の意味で独創的であり、世
界的であった。そのことを如実に示す数字がある。１９７１年に
アリ類研究の大家であるハーバード 大学のE. O. Wilsonが一
冊の本を出版した。「The Insect Societies（昆虫の社会）」と銘
打たれたこの本は、同じ著者によって数年後に出版され生物
学のパラダイムを変換させた「Sociobiology （社会生物学）」の
先駆けとなる重要な著作であり、当時の昆虫社会学の最新の
知見を網羅したものであった。巻末の索引を見ると坂上の研
究の引用は２６カ所、アリ学の泰斗で前記subsocial routeの
提唱者であるW. M. Wheelerと著者であるWilsonに次ぐ第３位
の引用回数で、坂上の長年にわたる研究上の師であり友人
であったMichenerをわずかに上回る。 文献表には坂上が第
一著者のものだけでも25編の論文がリストアップされている。
こちらは第６位。
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こうした成果の公表に大きな役割を果たしたのが当時の北
大理学部紀要（動物学）（現在は休刊中）をはじめとする大学
紀要だった。実際、上記「昆虫の社会」 に引用された25編のう
ちの９編は北大理学部紀要に発表されている。当時年２回発
行されていた紀要を、ページ制限なしに研究成果を発表でき
る場として坂上は大いに活用したのだった。なにかというと
ジャーナルのインパクトファクターを気にする現代の風潮を聞
いたら坂上は嗤い飛ばすに違いない。評価を決めるのは雑
誌の格ではなくて論文自体の内容だ、といいきれるだけの実
績が彼にはあった。

2006 2007
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これからの図書館に望むこと
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情報ゲートウェイとしての図書館
• 雑誌・書籍の収集

– 収集したものの情報処理と公開

（これからの図書館機能）

• 研究業績出版
– 研究者と出版社・学協会をつなぐ
– 著作権問題への対応

• リポジトリ
– 業績の蓄積
– 蓄積情報の加工・処理および公開サービス

 大学・研究所というコミュニティでの情報サービス
– 科学者同士をつなぐ

 市民と科学者のコミュニティでの情報サービス
– 市民と科学者をつなぐ
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学術情報へのアクセス支援

• 論文検索のポータルサイトの構築

– 論文相関図（日本・大学を意識したもの）

– 新しい論文検索法の提案

• この論文を見た人はこんな論文も読んでます。
– cf. Amazon.com

– 書架のように整理された論文の提示法

• 流し読みの楽しみと発見

– 同じ大学の研究者の類似論文や研究成果への
リンク
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機関リポジトリを活用した幅広い活動

• リポジトリ内の学術情報利用の解析

– 新しい論文評価システムの構築

– 科学者が気付かない論文の価値の発見

• 被引用情報の提供
– 研究者に（いつ、どこで、誰に引用された）

• 利用者への情報サービス（教育・広報的活動）
– 研究者に

– 政策決定者に

– 学生に

– 市民に


